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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本研究課題では、オプトエレクトロ素子創製に向けた半導体ナノ結晶の合成手法を
開発した。合成は主として溶液法であり合成物は、ARIMに帰属の各種分析装置を
用いて評価された。

実験
Experimental

有機金属試薬を化学合成的に電子還元することで半導体結晶粉末を得た。結晶相の
同定は卓上型X線回折計_Cu_SMF（XRD)、化学結合状態の分析は硬X線光電子分光
分析装置硬X線光電子分光分析装置（HAX-PES/XPS）、ナノ結晶の粒子径と粒度の
観察は200kV電界放出形透過電子顕微鏡（JEM-2100F1、JEM-2100F2）を用いて
行った。また、粒子表面に結合した配位子の分析は核磁気共鳴法(NMR)を使用して
行った。

結果と考察
Results and Discussion

合成粉末を無反射シリコン基板上にマウントすることでXRD測定したところ、粉末
は立方晶系閃亜鉛構造を有するアンチモン化インジウムであることが分かった。代
表的なXRDパターンを図１に示す。合成反応時間増大に伴いD⇒C⇒B⇒Aと回折線は
シャープになった。不純物結晶相は観察されなかった。次に合成粉末はペレット状
に加工され、XPS測定された。図1b,cに示す通り、結晶はアンチモン化インジウム
であり、酸化物相や水酸化物相などの不純物相は観察されなかった。次に粉末状の
ままグリッド上へ散布され、透過型電子顕微鏡で観察された。粒子のサイズ
は4.8±0.7nmと粒度分布の狭いナノ結晶が合成できていることが分かった。拡大像
からそれぞれのナノ粒子は結晶相を有しており、XRD分析結果と一致した。またこ
れらナノ粒子が凝集せずにグリッド前面に広く分散しているのは配位子の存在に起
因していることが核磁気共鳴分析から明らかとなった。
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図1. 合成粉末の(a)X線回折図形、(b)硬X線光電子分光分析（In3d)、(c)硬X線光電
子分光分析（Sb3d）、透過型電子顕微鏡写真
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